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※表紙の写真は戸島湿地を訪れた港東小学校3 年生。葦船「神之鳥」の上で記念にぱちり。 

（2015 年 1２月3 日） 

 

葦船つくり（戸島湿地祭りにて） 

但馬茅葺の三木さんによる「葦船つくり」みるみる出来上がる葦船にビックリ。戸島湿地のガ
マを使って作られました。来訪された方たちも参加されて、無事完成しました。水路に浮かべ
て立派な舟のできあがりです。参加されたみなさん、滅多にできない経験だったのではないで
しょうか。 
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より深く、より本物へ 

コウノトリ湿地ネット 代表  佐竹 節夫 

 

あけましておめでとうございます。 

コウノトリの勢いに負けないよう、今年も奮闘していきます。よろしくお願いいたします。 

 

■■ 門切り型の答えに危うさを 

昨秋、市内のある小学校に６年生の授業に行きました。「コウノトリはなぜ野生絶滅したのか？」と

問うと、即座に数人の子が手をあげます。「戦争で（営巣木である）松の木が切られたから」「農薬をま

いたので餌（生物）がいなくなったから」と答えが返ってきました。発表者以外の子も「そうだ、そうだ」

と自信顔です。私は、「さすが、豊岡の子だ」と返しながらも、同時に物足りなさというより、何か違和

感のようなものを覚えてしまいました。そこで、イジワルな投げかけをしてみました。 

「松が切られて営巣できないなら、人工巣塔を建てればよかったんじゃないか？ 今は市内にいく

つも人工巣塔が建ってるのに」 生徒たちは無言です。 

「農薬が悪い」というのも、少し踏み込んでみました。「今も、ほとんどの人が農薬を使っているだ

ろ？ 農薬を使っている人は悪い人なんかな？」 これにも生徒たちは無言です。 

さらに続けてみます。「戦争で松が切られた、と言うけど、今、周りの山に松が見えるか？」 みんな

は「ない」と言う。「じゃあ、今、戦争しているか？」「していない」「では、なぜ松が生えていない？」 一

人の子が「それは人が山に入って手入れをしないからだ」と発言しました。山に入らない理由まで知

っています。「里山」という言葉も知っていました。すごいな、と感心してしまう。私が小学生のときには、

こんな答え方は100％できませんでした。でも、私の違和感は一層強くなってしまいました。 

 

前段のやりとりは小学生ではこれで十分、二重丸が付くと思います。私が引っ掛かったのは、子供

たちの答え方にありました。あたかも算数の計算のように、定型的な答えが、全員から、明確な言葉

で、出て来ることにです。 

 

後段の山との関りでは、人々の生活様式が変わったこと、エネルギー問題などにも話題が発展し

ていったのですが、発展すればするほど「子供たちの感覚はこれでいいのかなあ」と不安になってし

まいました。どうも、現実感が入ってこないのです。近くに山はいっぱいあるのに。「山で遊びたいけど、

遊べない」と誰かが不満を言ってくれたら、子どもたちの世界に入っていけたのですが。 

 

別の小学校でのとき（5 年生だったかな）、「コウノトリがこのまちで暮らせるには、何が必要？」と問

うと、定番の餌、巣、自然などと共に、「ごみがないこと」「騒音がないこと」、そして「税金がいる」と言っ

た子もいました。こうなるとワクワクしてきます。「なんで？」「どういうこと？」と、首を突っ込みたくなりま

す。そして、子ども同士で「お前んちの○○は・・」「近所では・・」などと具体的なやり取りが始まりまし

た。子どもの感覚で、子ども目線で、自分のことから出発してコウノトリを捉えているんだなと、とてもた

くましく感じたことでした。 

 

戦争の話では印象に残っていることがあります。以前、出石の年配の方に聞き取りに行った時のこ
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とです。その方曰く、「戦争中もコウノトリは普通にいたよ。でも、世帯主や若者はみんな戦場に駆り出

され、村には年寄りと女、子どもしかいなくなった。生活に必死で、コウノトリをかまってやる余裕がなく

なった。戦争が終わって気が付いたらいなくなっていた」と。 

松が 10 本切られようが、たかがしれています。コウノトリは別の場所に移動すれば済むだけです

（実際、近くの浅間地域に移動して営巣した）。子どもたちには、戦争がいかに人間の生活、心、コミ

ュニティを根底から破壊するものであるかを分かってほしいと願うばかりです。 

 

農薬問題もそうです。コウノトリを殺してやるために撒く農家なんて、あるわけがありません。かつて

はこれが一番正しいと考え、今はやむを得ず撒いているのが実情です。「なぜ、やむを得ないのか」

「なぜ、それでも無農薬に取り組む人がいるのか」に、子どもたちが少しでも意識してくれればと願っ

ています。 

結局、教室での議論は自分の実体験を基にすれば面白くなるということだと思います。それは遊

びを通した体験なんでしょうね、きっと。他者を思いやることができるのは、体験の積み重ねからだと

思います。 

 

■■ 学ぶべきは、先人たちの知恵・行動 

では、大人はどうでしょう。 

例えばコウノトリ保護の歴史についての行政との関係。出石鶴山のことが書かれた書を見ると、「天

保年間に禁猟区になってコウノトリを保護した」のくだりがあります。私も初期のころ引用していました

が、少し考えるとそんな馬鹿な話はありませんね。ご禁制の時代、生きものを殺生できるのは支配階

級だけ。庶民がそんなことをすれば確実に牢屋行きです。藩がことさら禁猟区にする必要などないの

です。  

また国との関係で、「明治25 年に勅令が出て鶴山が保護区になった」もそうです。これは調べてみ

ましたが、そのような事実はありませんでした。当時、政府はコウノトリやトキを稲を踏み農業振興を阻

害する害鳥とみなしていたので、これも少し考えてみれば、疑問を持たねばならないところです。 

 

コウノトリの歴史書には、まだまだ？が付く箇所があります。でも、我々大人は疑問も持たず平気で

語ってきました。その結果が、子どもたちが「戦争で松を切ったから」「農薬が悪い」と軽く言うことにつ

ながってはいないでしょうか。そろそろ、もう少し深く、科学的に整理していく段階ではないかと思うの

です。 

 

明治政府がコウノトリを近代化の敵と位置付けていたとき、出石ではそんなことお構いなしに（明治

37 年以降）官と民が一緒になって営巣地を保護し、娯楽や観光、そして小学校の遠足先にも活用し

てきました。まさに地方における主体的でおおらかな活動です。国が出石の取り組みを追認（天然記

念物指定）するのは、大正10 年になってからのことです。 

私は、このような先人たちの活動こそ、真に誇るべきふるさとの歴史だと強く思います。110 年以上

も前に、生きもの保護、文化的なまちづくり、環境経済、子どもたちへの環境教育を行っていた事実

を、私たちはもっともっと評価すべきでしょう。 

そして、先人の思いや行動を引き継ぐ私たちは、科学を加味して次世代につなげていかねばなり

ません。 
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で、私はというと、今年もハチゴロウの戸島湿地で子どもたちと一緒に草刈りをして遊びたいと思い

ます。 

 

 

 

追記：ついでに言えば、柳行李とコリヤナギの関係も整理す

る必要がありそうです。豊岡盆地は湿地帯なので、河原に自生

しているコリヤナギを自然の恵みとして活用してきたというくだり

です。はて、コリヤナギは本当に河川敷等に自生しているか？

まず、見たことがないはずです。生えているのは別の柳、タチヤ

ナギやカワヤナギなど。コリヤナギは、畑（山の場合もある）で植

えられていた（今も）栽培用に導入されたものです。柳＝水辺と

捉えるのは、少し安易だったようです。実は、私も初期のころ、コ

リヤナギは湿地帯の恵みだとPR していました。反省！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は左上から、城崎小 3 年生湿地の草刈、田鶴野小 3 年
生湿地で学習、高校生戸島湿地で「いきもの調査」 

˹ֵǒȐƲȢɧȷɆșὫ Ǟ
ǭ ǘȒǚǯǲǱȑȅǞǦƳ 
ǚȓǒȐǰȚǱȢɧȷɆǓ
ȅȓǭ ȒǒƲȆǱǜȚǑ Ǟ
Ȇǲ  
ǑὫǢʤǜȒǵǶ ῎⁸᷀

̮ǵƼ ʣ ǜȚƽǮǠƳ 
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韓国放鳥コウノトリの行動状況 

韓国生態研究所 所長  イー・シー・ワン 

 

2015 年 9 月 3 日、イエサン郡のコウノトリ公園内から6 羽、近くの田園から2 羽の飼育下個体が放

鳥されました。8 羽のうち、7 羽には我々が開発した発信器WT-300 が装着されています。1 羽はコウ

ノトリの郷公園と同じPPT が装着されました。 

WT-300 の特徴は、人工衛星を介在させるのではなく、携帯電話の基地局によりコウノトリの位置情

報を受信でき、それを一般の方でもパソコンや携帯電話のインターネットで読み取ることができること

です。つまり、WT-300 は、GPS 機能に携帯電話受信機能を加えたものです。 

これまで、WT-300 をクロハゲワシ、クロツラヘラサギや哺乳類のシカに装着し、モンゴル等との渡り

や移動状況、採餌場所等を解明し、生息地改善策等に活用してきました。そして今回は、放鳥コウノ

トリに装着し、その行動の状況を調べました。WT-300 は、2 時間ごとに受信できるので、細かな移動

状況が分かります。そして、場所の特定がほとんどピンポイントで判明することです。受信してその場

所を探しに行くと、確実に発見することができました。PPTの場合（Ye1508）では、個体を確認すること

ができませんでした。 

では、個体がどのように動いているか、10 月 5 日までの様子を報告します。 

 

個体番号・Ye1502(K0006)、Ye1504(K0003) 

この2 羽はずっと公園周辺に留まっています。移動距離は半径250m 以内。公園内の湿地や隣接

河川・農耕地で採餌しています。 

Ye1502

250m

 

Ye150１(K0001) 

最初の5 日間はコウノトリ公園内やその周辺（半径750m 以内）に留まって河川、農耕地で採餌し、

以後は韓国西海岸へ移動し干潟と農耕地を利用。 

 

Ye1503(K0002) 

この個体も、最初の5 日間公園周辺に留まった後、イ

エサンの貯水池に移り、その後西海岸を転々としていま

す。全体の移動距離は約290 ㎞。移動する間に、貯水

池、河川、干潟、農耕地など多様な環境を利用。 
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Ye1505(K0007)は 9 月 13 日に、Ye1506(K0005)は同 10 日に公園周辺を飛び立ち、貯水池、草地、

農耕地を利用しながら1505 は 10 月 5 日に 350 ㎞南の全羅南道に到着し、1506 は全羅北道で小

規模貯水池、草地を利用しています。 

 

Ye1507(K0008) 

この個体も最初の5 日は公園の周辺や貯水池に留まり、その後は西海岸沿いに南下して最南端

に行った後、東寄りに北上し、10 月 5 日現在まで前羅北道の貯水池周辺にいます。移動距離は約

550 ㎞でした。 

 この個体の特徴は、移動の際には深夜0 時に飛び立ち、朝8 時に移動先で落ち着くことです。

Ye1505 も同じ傾向がありましたので、あとで詳しく述べたいと思います。 

 

Ye1506 : (Yongdamho) (9/14~10/05)

 

Ye1508(K0004) 

放鳥後からしょっちゅう移動していますが、GPS（人工衛星）だけの受信のため、時間ごとや利用地

域の特定ができませんでした。 

 

怪我による救助 

本日の発表は10 月 5 日までのデータですが、その後、翌6 日に Ye1506 が Yongdamho の上流で

遮光幕に足が引っ掛かっているのを住民が見つけました。すぐ、治療を受けたのである程度は回復

し、現在はコウノトリ公園に移っています。 

 

考 察 

 以上、発表したことをまとめると、次のようになります。ただし、まだ始まって1 か月しか経っていませ

んので、結論めいたことは言えません。その点はご了解ください。 

○放鳥後、7 羽は放鳥場所の近くに留まっていました。 

○周辺で 5 日間を過ごした後、移動を開始しました。 

○主な採食場所は、貯水池、湿地（草地と干潟）、河川、農耕地などで、特に貯水池上流の草湿地

まわりの利用率が高かったです。 

○採食地では、短い距離を移動しました。長距離の移動では、個体ごとに差異がありました。1 日の

最大移動距離は、約170 ㎞（Ye1507）でした。 

Ye1505

ҵבֿ
(Jindo) 10.04~10.05

Я ҵ
(Nohwado)10.02~10.04

₅̛(Younggwang)̆ᵙ
(Gori) 9.13~10.02

₉҉ (Yedang)

9.3~9.13
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○今は、安定した採餌場所と休息地を探すためにいろいろな所を飛び回って探索しているのだと思

います。 

○今回のデータで、興味深いことがありました。それは、長距離移動する際、2 羽の飛び立ち時刻が

深夜であり、朝に移動を終えたことです。 

例えばYe1505。この個体は9 月 13 日の午前 2 時にイエサンを飛び立ち、4 時、6 時に休憩して8

時に南部の貯水池に到着しています。移動距離は約163 ㎞です。そこでしばらく滞在した後、10 月 2

日に深夜 0 時に飛び立ってさらに南下し、2 時、4 時に休憩しながら最南の地に6 時に到着していま

す。145 ㎞の旅でした。 

もう1 羽の Ye1507 は、なんと5 回とも午前0 時に移動を開始し、午前8 時に移動完了しています。

9 月 7 日はイエサンの貯水池を0 時に出て、106 ㎞南下し（途中04 時と06 時に休憩）、08 時に着地。

その日は到着地の周辺を短く移動。翌8 日は、また0 時に飛び立ち、85 ㎞南下して（04 時と06 時に

休憩）08 時に到着。さらに翌9、10、11 日も同様に0 時に飛び立って60～157 ㎞移動し、08 時（11

日のみ 10 時）に移動完了しています。なお、11 日以降は 10 月 5 日まで到着地の貯水池周辺に留

まっていました。 

 

₆҆ (Yedang)

9 7 00

9 7 02

̎ἵᵣ(Gomsobay)

9 7 08

9 7 06

9 7 04

Ye1507 : 9 7 Ye1507 : 9 8

̎ἵᵣ(Gomsobay)

9 8 0 -02

9 8 04

9 8 06

₅  (Youngamho)

9 8 08

Ye1507 : 9 9

₅  (Youngamho)

9 9 00

9 9 02

 

 

どうして夜中に、しかも定時のように0 時に飛び立つのか。私自身、驚いていますが、まだ調査は

始まったばかりですし検証例が少ないので、現時点では何とも言えません。今後、データを積み重ね

ながら、分かったことがあれば報告したいと思います。 

近い将来にはコウノトリは韓国～日本を行き来するでしょうし、それぞれで特徴も出てくるでしょう。

私としては、ぜひ韓国・日本で移動経路の共同研究を行うことを提案いたします。その際には、我々

が開発した発信機を提供することも考えています。コウノトリという一つの種によって、人間と野生動

物が共に暮らしていく世の中を一緒につくっていきましょう。 

 

※事務局 Ye1507(K0008)は、11 月 26 日、沖永良部島で死亡しました。 

※この講演要旨は、2015 年 10 月 18 日の湿地まつりでの講演内容を事務局でまとめたものです。 

 

 

Ye1505 : 10 2

₅̛(Younggwang)̆ᵙ(Gori)

10 02 0

10 2 02

10 2 04

Я ҵ(Nohwado)

10 2 06 (ŀ4 )

ҵבֿ
(Jindo) 10.04~10.05



第３０号 ２０１６年１月１日 
 

7 

 

徳島にコウノトリがやって来た 

      日本野鳥の会徳島県支部  三宅 武 

 

豊岡生まれの放鳥コウノトリが2013 年に飛来し、鳴門山、蒲生田岬、那賀川町、坂野町などイナ

ゴの増えた田んぼにいるコウノトリの情報が届きました。続いて 2014 年は鳴門市大津町のハス田に

採餌場所を移し、2015 年春には同所でまさかの繁殖行動となりました。この3 年間は目の周りを赤く

彩った歌舞伎役者が次々と県内に現れて、現在も主役のペアが鳴門市ハス田にて出演中です。こ

れまで放鳥14 個体と大陸産の幼鳥1 個体が県内に飛来しており、今後も別の個体が現れる可能性

があり楽しみにしています。そしてNPO れんこん研究会を中心にコウノトリ定着推進連絡協議会も立

ち上がり、コウノトリ保護区、生物多様性センターもでき、地域の活性化も起こり始めています。さらに

今年はこのペア（J0044♂、J0480♀）によるヒナ誕生が期待されます。課題の「コウノトリに対するマナ

ー」についてカメラマン、地域住民、農業関係、報道関係、学識関係、行政関係、保護団体などで早

急な協議を行い、繁殖環境の整備を進めていきます。 

 

■■2015 年の記録、出来事など 

2 月 21 J0481♂  去年 12 月 30 日から大津町段関、大幸に引き続き滞在中 

21 J0480♀  大津町のハス田に飛来、クラッタリング始まる 

23～25 大陸より飛来の幼鳥1 羽出現（大津町段関） 

25～ J0044♂  再飛来し３羽のクラッタリングさらに激しくなる 

3 月 24 J0481♂  豊岡に移動 

4 月 10 J0044・J0480 のペアリング（鳴門市大津町） コウノトリ湿地ネット来徳 

24 鳴門市大麻町変電所に造巣開始 危険なため巣材除去 

5 月 07 鳴門市大麻町萩原の電柱に造巣開始 

08 兵庫県立コウノトリの郷公園研究員、来徳 

11 四国電力の協力で電線の電気抜き工事実施 

13 J0073♀がテリトリーに侵入  ペアが追い出す 

15 マウンティング行動開始～ 巣材運びの時 

17 交尾行動開始～ 巣材運びの時 

21 第１回コウノトリ定着推進連絡協議会 ＪＡ大津農協 

26 再飛来の J0041♂がテリトリーに侵入、ペアが追い出す 

6 月 2 日～9 月 30 日 ペアで交互に１ヶ月間巣上に座る。ここが9 月まで塒となる。 

16 協議会による定着実証餌場田圃作り（8 枚） 全て餌場として利用 

7 月 17 レンコン作りとコウノトリ講演会 餌について 石井農水支援センター 

10 月 01 生物多様性センター県庁内に開設 

02 ペアで２～３㎞離れた大津町段関、大幸にエサ場と塒を移動 

11 月 01 コウノトリ保護区を新設（500ha） 

16～21 ペアで第10 井関の落ちアユ獲り（５泊６日） 水浴び場に週１回は使用 

21 阿南市で日本野鳥の会中国・四国ブロック交流会、コウノトリ放鳥10 周年記念講

演（コウノトリ湿地ネット佐竹代表） 

12 月 09～10 野田市放鳥 J011７（翔ちゃん）が阿波市に飛来し、この２日間はペアが大麻町萩
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原の営巣電柱上に戻りクラッタリングと巣材運びなど 

18 大津町を中心に行動し、最近は週に２回は15 ㎞離れた第 10 井関に水浴びに行

く。ペアが距離を取ることが多くなったが塒は同じ 

 

■■ハス田の餌生物 

外来生物 

●アメリカザリガニ（５+）年中 ●ウシガエル（１+）主に冬 

※ジャンボタニシ、ウシガエルのオタマジャクシ、ミシシッピーアカミミガメなどは食べない。 

※ミシシッピーアカミミガメはレンコンに害があるので捕獲、現在は減少したがこのエサとなっていたア

メリカザリガニは増えている。 

在来生物 

●フナ（2+）年中 ●ナマズ（1+）年中 ●バッタ、イナゴ、カマキリ（2+）夏、秋 ●ツチガエルとオタマ

ジャクシ（3+）春、夏 ●アマガエルとオタマジャクシ（4+）春、夏 ●アオダイショウ（1+）春、夏 

※昨年落ちアユのころに、15 ㎞離れた吉野川第 10 井関で新たな採食行動をとりました。 

※ハス田に分布する餌の量（＋）は5 段階での個人的な判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 5 月のペアの営巣の様子 撮影：三宅武氏 
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百姓のひとり言 

森津こうのとりファーム代表  成田 市雄 

 

今年の９月は初めて経験する気象となった。１ヶ月の三分の一が雨降りだった。慣行の稲はドンド

ン倒伏し、田んぼはジルく、刈り取りを苦労される農家があちこちに見受けられた。だが、その中でも

コウノトリ米は倒伏もしなければ足元もよくスムーズに刈り取りを終えることが出来た。以前から有機栽

培は気象変化の影響を受けにくいと聞いていたが、まさしくそれを実感できる年となった。 

 

■■ 冬水田んぼも、地域の特性に基づいて 

■■ 10 月に入ると赤トンボが目立つようになってきた。家の前を暗やむほど赤トンボが飛んでいる。よ

く見ると蜂の姿も見える。以前と比べ、ずいぶん景色が変わったなと感じた。 

 

■■ 11 月に入り冬水田んぼの準備に取り掛かる時期になったが、今度は例年になく降水量が少ない

し気温も高めのようだ。冬水田んぼの利点は、環境面からは洪水の抑制、地下水の増量による地盤

沈下の低減、水鳥や水生生物への生息環境の提供などがある。農業の面ではイトミミズが増えること

により厚いトロトロ層の形成による抑草効果と地力の増大、田んぼの保水力増強による水持ちの向上、

肥料分の流失を防ぐことによる地力の低下の抑制、紋枯れ菌の越冬の抑制などがある。 

 

■■ 冬水田んぼの湛水時期だが、私は12 月に行うことにしている。兵庫県はカエ

ルが田んぼで冬眠する前の10 月からの湛水を奨励しているが（カエルを殺さな

いように）、この時期は稲刈りがまだ終わっていない農家もある。また、秋起こしの

時期でもある。そういう乾かしている田んぼの隣で水をいれると、浸透水で邪魔し

てしまうことになる。また、地域によっては非灌漑期の水利権が関係してくることも

ある。 

 

土づくりの面でいえば、秋から水を張っていると稲株や草の根が腐ってしまう強還元状態になって

しまう。一度、しっかり乾かし酸素を入れる必要がある。 

だから私は、秋は水路から水を入れるのではなく天水で賄ってきた。雨の多い豊岡では、12 月に

入ると自然に田んぼに水が溜まってくるので、毎年、この頃から田んぼの耕耘を始めている。 

これまで、豊岡の田んぼはジル田なので冬季にできるだけ乾かすことが重要だった。でも、春起こ

しの時期になってもなかなか乾かなかった。それが、冬水田んぼをやってみると、なんとよく乾くのだ。

12 月に水を張り、イトミミズなどがゆっくり育ち、約2 か月で厚さ6ｃｍぐらいのトロトロ層をつくっていく。

その後、一旦落水させるとイトミミズが活動を停止し、このトロトロ層が乾き田んぼの表面に固い層が

でき運動靴でも歩けるほど3 月によく乾く。ただし冬季に深く耕耘をすると表面だけ乾き下層はジルイ

という状態になり、いつまで経っても乾かないから出来るだけ浅く耕耘する（5ｃｍ以下）ようにしている。

冬水田んぼは、豊岡では3 月に田んぼを乾かす方法と言ってもいい。 
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■■ 耕耘を始めてしばらくすると、鳥が次々と飛来してくる。サギ、カラス、名も知らぬ小鳥、そしてコウ

ノトリ。空から見ると何かの動きが見えるのだろうか？たまに冬眠中のカエルが水面に見える。（ごめ

んネ） 

 

田んぼで大豆を栽培しているが、大豆を栽培した後の冬水耕運はたくさんのカエルが水面に出て

くる。ほとんどのカエルは畑のような乾いたところで冬眠するようだ。 

 

 

 

 

 

■■ 今日はクリスマスイブだが何故か暖かい。雪も降らない。地球の温暖化が進んでいるようだ。そろ

そろ但馬でもコシヒカリが作れないようになるかもしれない。品種の選定が急がれる。 

 

■■ 豊岡では、一昨年までは無農薬タイプの栽培面積は50～60ha で推移していた。そこで、昨年か

ら5 年を目途に100ha にしようと考え、新しく始められる農家や若手農家の皆さんに抑草技術などを

話して無農薬栽培の推進をしてきた。成果が実り、今年、わずか2 年で豊岡で 75ha になり但馬全体

で 100ha を超えることができた。さらに、これから5 年を目途に減農薬タイプを廃止すべく頑張ろうと

考えている。 

 

今年は、コウノトリ米がミラノ万博にも日本を代表するお米として出品され、素晴らしい１年だったと

感じている。来年もさらに良い年であればと思う。 

平成 27 年 12 月 24 日記 
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市街地で暮らすJ0057♂とJ0050♀に会いに和歌山市を 

訪ねました 

コウノトリ湿地ネット会員  森 薫 

12 月 4 日「和歌山コウちゃん」として定着しているJ0057♂と、京丹後市久美浜町生まれで「クミち

ゃん」と名付けられているJ0050♀が飛来している和歌山市を訪ね、2 羽を見守る方たちと交流し、日

本野鳥の会和歌山県支部が開かれるビギナーのための探鳥会にも参加しました。 

J0057（2012 年京丹後市永留生まれ）は、戸島ペアの孫にあたり、今は亡きJ0008♂（2008 年に戸

島人工巣塔から巣立ち）の息子で放鳥3 世です。信号機の上や自動車教習所などの屋根にとまり、

鉄塔や住宅街の電柱でねぐら入りをしているシティボーイです。 

J0050（2012 年野上生まれ）は野上ペアの娘で放鳥2 世

です。京丹後市久美浜町で8月 29日に羽を痛めて飛べな

くなっているところを京丹後市が保護され、福知山動物園

で治療後 10 月 2 日に久美浜町で解放されました。10 月

15 日までは久美浜町で過ごしていましたが、25 日に和歌

山市で J0057 と共に確認され、治療後放鳥されたコウノトリ

が和歌山まで飛んで行ったことに多くの人が感動しました。 

 和歌山市の土橋会員に J0057 の採餌場所やねぐらを案

内していただき、観察されている皆さんとお会いすることができました。２G（二人のじいさん）から４G、

８G と観察者が増え、夏と冬は違う場所でねぐら入りをするため「夏の鉄塔」「冬の鉄塔」と、鉄塔や電

柱に名前が付いています。近くには紀の川があり、干潟や中州もお気に入りの場所でナベヅルも飛

来しています。夕刻に連れていってもらった紀の川は和歌

山のオアシスの如く、たくさんの命が憩い、育まれているよ

うに見えました。 

6 日は早起きをして、飛び発ちを皆さんと一緒に観察し

ました。毎日の飛び発ちをまるで巣立つときのような目線で

観察されている姿に感動しました。2 羽の行動を熟知され

ている皆さんのお話を聞いていると、豊岡生まれのコウノト

リの飛来情報や生息環境は、人と人とのつながりによって

伝えられていることを改めて感じました。 

その後、9時～12時まで日本野鳥の会と野鳥の会和歌山県支部主催の『ビギナーズ探鳥会』に参

加しました。和歌山県支部長さんが先頭で鳥の鳴き声を聞き、鳥を見つけられて皆で観察。飛び方

や羽の特徴など見分け方を丁寧に説明してくださいました。その後方を会員の方が個々に解説され

ていて、質問もしやすくチームで分かりやすく説明してくださっていました。お城の近くのビルの鉄塔

にハヤブサの番がいて狩りの様子や営巣場所も教えていただき、お城の木々に多くの野鳥がいるこ

とでハヤブサも暮らせるとのこと。和歌山城はハヤブサも暮らせるホットスポットで紀の川同様に、生き

ものの命を育むところだと思いました。和歌山県支部作成のパネルの前で野鳥の説明を聞き、紅葉

に包まれて贅沢な時間を過ごし、3 時間の探鳥会もアッという間に過ぎていきました。探鳥会の進め

方や、初めての人にも楽しんでいただく工夫など学び、和歌山で暮らす2 羽のコウノトリのことをお話

させていただきました。 
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日本野鳥の会 中国・四国ブロック部会に参加しました 

コウノトリ湿地ネット会員  森 薫 

 

11 月 21 日徳島県阿南市にて開催された日本野鳥の会 中国・四国ブロック部会に参加しました 

徳島県支部長の三宅武氏が支部の活動報告と、鳴門に飛来して営巣しているコウノトリのペアの

近々の様子を報告され、その後、日本野鳥の会副会長の上田恵介氏が『鳥が造った自然界』と

題して特別講演をされました。続いて徳島県支部の曽良寛武氏が、出島湿原を野鳥のために

残したいと、保全活動の経過を「地球規模で考えて、足元から行動せよ」という言葉を胸に、

地道な活動の様子を話され、同会員宮本勇氏は『出島野鳥公園のとりたち』と、観察をとお

して出会った鳥や、湿原の保全活動を話されました。「地域の人が誇りをもって、野鳥公園

のことを話せるようになりたい」と維持管理に励んでおられる姿は、コウノトリの飛来地先

で湿地づくりに汗を流す姿と重なりました。 

佐竹代表も「コウノトリの生息環境再生へ ～市民の役割～」と題して講演し、「コウノトリは大きな

力をもっています。野生復帰の取り組みを通じて、人と自然の共生を広げていきましょう」と呼びかけ

ました。講演会は夕刻まで質疑応答が続き夕食を兼ねて、交流会が開催され、各支部の近況や探

鳥会などのお話をお聞きしました。 

22 日は、朝からエクスカーションに出島野鳥公園へ向かい観察会が開催されました。かつてこの

地区には、50ha にも及ぶ海岸性のヨシ原があり、野鳥の楽園でした。ところが、バブル期にゴルフ場

開発計画が持ち上がり、野鳥の楽園は壊滅の危機に瀕しました。しかし徳島県支部の皆さんが奮起

され、署名活動などを通じて多くの自然を愛する人々の支援を結集し、出島の湿地を保全し自然観

察公園をつくる運動が展開されました。その結果、ゴルフ場建設とともに、5ha の野鳥園とそれに連続

する４ha のヨシ原、合計9ha の野鳥生息地を残すことができ、学習舎と観察舎も建設され、1995 年に

那賀川出島野鳥園が完成しました。 

今までにここで185 種の野鳥が観察されています。湿原の中には、

止まり木が設えてあり三又の止まり木は、戸島湿地でも参考にしたい

と思いました。学習室への進入路の堤防沿いには3 センチ幅の柵が

あり野鳥たちが安心して過ごせる工夫がされています。苦労を共にさ

れた歴史、団結力とボランティア精神が浸透している徳島県支部。

野鳥への愛情がそのまま飛来したコウノトリへも注がれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

但馬野鳥の会会長で当会会員の早川さんに代わり日本野鳥

の会兵庫県支部会員で但馬野鳥の会として活躍されている池口

さんに同行していただきました。 

池口さんは、出島野鳥園で25 種を確認されました。 
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ハチゴロウの戸島湿地便り （10 月～12 月編） 

戸島湿地管理棟  森 薫 

 

■■戸島ペアは 

10 月 16 日から11 月 8 日まで、淡水湿地を干し上げるために排水

ポンプを設置して水を抜いていました。そのためか、朝から夕刻まで

戸島ペアは淡水域で採餌行動をしていることが例年より多く、作業

のため人が近づいても飛ぶこと

なく、ほとんど同じ場所で小さな

エビ？や魚を食べていました。

巣塔でねぐら入りも（10 月 16 日から11 月 8 日の間で）2014 年に

は 4 日でしたが今年は17 日と圧倒的に多いことが分かりました。

交尾行動（目視）も10 月～12 月 26 日までの間に6 回確認してい

ます。 

 

■■J0096（2014 年戸島人工巣塔生まれ）とJ0030♀が死んでしまいました。 

2015 年の秋、京都府北部には20 羽を超えるコウノトリが飛来していました。 

J0096 は、戸島人工巣塔で巣立った3 羽の内の1 羽で、7 月中旬から、京丹後市大宮町奥大野周

辺で暮らしていました。9 月 27 日に峰山町で確認されたのが最終となり、10 月 5 日に峰山町の変電

所で遺体が確認されたとの知らせを受けました。どんなところで暮らしていたのかと訪ねてみると、電

線が張り巡らされているところでした。付近にはここより安全な電

柱があるにも係らず、この鉄塔がお気に入りだったのでしょうか。

近くにお住いの方によると、よくこの鉄塔で2 羽がねぐら入りをし

ていたとのことです。私たちには危険と思う場所がコウノトリには、

気に入りのようで、1 羽が独占できる鉄塔なら安全でも数羽だと

今回のような事故が起こってしまうのでしょうか･･･J0017 の度重

なる攻撃の中で巣立った3 兄弟のうちの1 羽が亡くなってしまい

ました。 

2010 年に繁殖できなかった野上ペアは、翌年現在の人工巣塔に落ち着き4 羽ヒナを育てていまし

たが、5 月末の大雨で 3 羽のヒナが死んでしまい、1 羽生き残ったヒナがJ0030 です。生命力あふれ

るコウノトリで、戸島湿地へ飛来し戸島ペアに何度も追い払われてもあきらめない姿が目に焼き付い

ています。11 月 18 日の夕刻に京丹後市大宮町で死亡していたとの知らせを受け、J0030 が過ごして

いたところへ出かけていきました。近くに小川が流れ、土手と線路を挟んで田んぼが広がり、コウノトリ

も生きものも寛げるいい場所だと思いました。J0030 は、田結地区でねぐら入りをして気比・畑上・戸

島で過ごしていました。9 月 19 日に初めて京都府北部（峰山町荒山）で目撃され、その後も田結・戸

島・峰山町で過ごしていたようで11 月 12 日に峰山町二箇で、J0043♀と一緒にいたのが最終確認で

す。30 番だから、『さぁちゃん」と田結地区の方から親しまれていたJ0030。エネルギッシュに飛ぶ姿を

思い出し･･･雄のコウノトリに出会えていたなら、いいお母さんになれただろうにと･･･手を合わせてき

ました。 
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■■『ハチゴロウの戸島湿地まつり』を開催しました。 

今年で 6 回目となります。毎年恒例のバザーの他、タイムリーな話題として、韓国から韓国生

態研究所の李時玩（イー・シー・ワン）所長を招き、「韓国で放鳥されたコウノトリの様子」と題して講演

会を開催しました。また、戸島湿地に繁茂するガマで舟をつくり、水路に浮かべて楽しみました。昨

年同様、下島地区のため池の清掃活動の際に取り残された魚の救出作戦も同時に行いました。

（講演の内容や葦舟造りの様子は別記にて記載されています） 

■■11 月 19 日クロツラヘラサギが淡水域に飛来しました。 

前日には久美浜で確認されたようで、峠を越えて戸島湿地へ飛んできてく

れました。コウノトリとクロツラヘラサギのツーショットが観察できるところは日本

でも数少ないと思います。コウノトリの餌場をつくることにより、豊岡市にクロツラ

ヘラサギまで飛んできてくれたと皆で喜んでいました。反面、毎年飛来してくる

ヘラサギも同様で、休館日明けには姿が見られなくなっています。今回のクロ

ツラヘラサギは、以前にも増してたくさんのカメラマンの方が来られていました。中には、観察棟の屋

根の上に登って写真を撮られている方もあり、危険なことは勿論、野鳥への接し方は人との接し方と

も呼応し、その人の品性を表すものと感じました。 

■■今年も272 名の方がボランティア作業に来てくださいました。 

毎年恒例で湿地作業に来てくださる、川嶋建設株式会社の皆さんは、総勢70 名で淡水域の草刈

りと搬出作業をしてくださいました。トヨタ部品共販株式会社、尼崎小田高校SSH・城崎小学校3 年

生の皆さんも一生懸命、草刈りや湿地のかく乱をしてくださいました。 

 

■■環境学習では 

高校生による『ラムサールエリア内の生きもの調査』が行われました。

また、城崎・田鶴野・奈佐・港東の各小学校 3 年生の子どもたちが来訪

し、コウノトリについて学習しました。

また、俳句の会の皆さんや、ワイ

バードのバードの皆さんによるバ

ードウォッチングなどでも賑わいま

した。 

 

 

 

 

左から川嶋建設株式会社・トヨタ部品共販株式会社・城崎小学校 3 年生の皆さん 

・八条小学校 3 年生 

・高校生による生きもの調査 
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ハチゴロウの戸島湿地祭り‐2015 年 10 月 18 日（日） 

コウノトリ湿地ネット会員 宮村さち子 

 

ことしも「ハチゴロウの戸島湿地祭り」を開催しました。回を重ねて今年は6 回目となりました。 

「玄さん」も駆け付け、恒例となっている楽々浦地区のため池の「おさかな救出大作戦」も行われまし

た。たくさんの魚に歓声をあげる子どもたち。管理棟では韓国生態研究所の李時玩所長による講演

会も開かれました。絶好の秋日和の中、もちまきでまつりは最高潮に達し、終わりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

お魚救出作戦 子どもたちはふだんさわれない魚に夢中、最後には戸島湿地の水路に逃がして

あげました。たくさんの魚が入った網は重く、一人では運べないほどでした。 

戸島湿地まつり 戸島区、田結区、㈲晃、ワークホーム大地等のなじみの出店がありました。

玄さんも駆けつけ、管理棟では講演会、救出したお魚の観察会もありました。 
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コウノトリ湿地ネット賛助会員名簿（新規入会） 

 

 

（韓国） ペク・インファン    （養父市） 山根浩子    （和歌山市） 平松ゆみ絵 

（201５年 10 月 1 日～12 月 31 日） 

 

ありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。 

 

 

 

編集後記 

 

 

台所からの匂いで季節を感じながら育った。黒豆、煮しめ、昆布巻き、棒鱈、なますは新年の匂い。

巻きずし、おはぎ、蕗の佃煮、たけのこご飯と続き、春がやってくる。料理を作る母は嬉々としていた。

今更ながら母に感謝している。私も台所に立つと元気がでる。さぁ、今年も美味しいものをつくろう。

（森） 

 

今年の冬は何と言っても暖かい。この分ではお正月はとてもいい天気なのではと期待しています。

なんと、庭のスイセンも咲き始めています。穏やかなお正月、暖かな冬でコウノトリたちが少しでも楽

に暮らせますように。   （宮村） 
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᷂ ̝ᴣ Ҟ̝ᴣ Ҳ ҹ 

̝ ᴣ  Њ̝ Л ₴̝ Л ̝ Ҳ  

Ҟᴣ̝  ₴̝ Л ₴ ᶥ  

̀ Ҳ ֓қ  

̝ ֿ Њ̝  

 

ϼ 

͛    қЊ ׀   ᷂ ֥↔ ֵ     

 

 

※ 「会費納入がまだの方は、上記口座に振込みをお願いいたします」 


